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「学生のおも しろ企画 大学桑企回」 寒施幸艮芦噌書

※整理番号：

企國名

建築文化週間
実篇日

学生グランプリ 2023 銀茶会の茶席「透幻榔」

令和 5 年 7 月 1 日（土） ～ 
実篇場所

令和 5 年 10 月 30 日（月）

次審査：日本建築学会建築会館ホール 銀茶会展示：銀座三越9階銀座テラス・テラスコ ー ト

企圃代表者の氏名，所属
氏名：山田誠人 所属：先進理工系科学研究科建築学プログラム建築設計学研究室

ー 構成員の氏名

岡本一希、岡崎友洋、松岡達哉、隠崎嶺

大呂直樹、塚村遼也、谷卓思 ※下段3名は 1 次審査後、 1/1 模型制作の応援要員として追加

指導的立場の敦員氏名

中薗哲也・准教授・大学院先進理工系科学研究科・先進理工系科学専汲i；ぅ

企國の目的及び内害
「建築文化週間学生グランプリ 2023 銀茶会の茶席」は銀茶会での展示・使用を目的とした

il作茶室の募集を行うことで、茶の文化の発展と学生の実施設計を通して建築に対する新たな
発見を促進する学生向けコンペである。この企画は日本建築学会が主催のグランプリであり、
入選した場合には1/1スケ ー ルで制作したものを審査していただける点から、学生にとって
は貴重な体験であり建築への理解を深める上でも意義があるため参加している。

来場者戴
公開 2次審査（10/1) ：約 20 人、銀茶会(10/28, 29) :約 330 人

主催・後擾団体（外部のコンテスト等に参加する場合は．そのコンテストの規模）

主催：日本 建築学会 共催：銀座通連合会
模：銀茶会は 2023 年で 21 回を迎え、毎年全国の大学・短大・高専から約 60 作品の応募が

あり、上位2~4作品が1/ 1模型を作成し、最優秀作品が銀茶会にて展示・使用される。

活動の内容（準傭，広輯活動，当日の様子攀）
01次審査：今年の銀茶会「楽」のテ ー マに対してアイディアを出し、A2サイズの提案書と

-•1/10 模型を制作して提出。結果上位4 作品に選出され、2次審査での 1/1 模型制作が決定6
02次審査：審査員の方々に指摘を受けながら約1か月をかけて 1/1 模型の作成を行った。
次審査が行われる前日に東京へ制作物を運び、設営。当日は公開で審査会が行われ、審査員の
方々にプレゼンテ ー ションを行い、1 / 1模型を囲みながら意匠、構造、茶道等様々な観点か
らの意見をいただいた。審査の結果最優秀賞を受賞、10/29 銀茶会での制作が決定。
0銀茶会： 2次審査会でいただいた意見をもとに、さらに詳細をブラッシュアップし実際に
使用する作品を制作した。10/25（水）に現地で組み立て、 10/26（木）～ 10/30（月）の期間中展
示。10/28（土）と 10/29（日）には茶会が開かれ、作品内部で実際にお茶が振る舞われた。
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1 次審査 A2 提案書 1次審査 1/10 模型 2次審査 1/1 模型

（裏面に続く）
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